
　平成30年4月から「幼保連携型認定こども園」とし
ての運営が始まり、およそ150人の0～5歳児が毎日
遊びを通して学び、成長しています。のぞみこども園
では、様々な体験の中で自分の気持ちに気づき、相手
の気持ちを感じることができるような、心の触れ合い
を大切にした仲間づくりをめざし、日々の保育に取り
組んでいます。
【めざす子ども像】
●友達を思いやり、認め合う子ども
●人の話しを聴き、自分の思いを表現できる子ども
●興味をもって取り組み、やり抜く子ども
●自分で考え、自ら行動できる子ども
【大切にしていること】
●交流活動…毎月0～3歳児と4・5歳児に分かれて誕
生会を行い、たくさんの人に祝福してもらう機会を大
切にしています。その中で、4・5歳児クラスが順番
に0～3歳児の誕生会でお祝いの歌などをプレゼント
しています。また、今年度から「祖父母の日」という
行事を設け、4・5歳児がクラスごとに祖父母のみな
さんと一緒にむかし遊びやふれあい遊びなどを楽しみ
ました。この取組をとおして身近な年配の人とかかわ
ることで、親しみの気持ちをもったり、自分が役に立
つ喜びを感じたりすることを大切にしています。
● 子育て支援事業…子育て中の保護者が集ってつなが
りがもてるように、遊びの教室・園庭開放・施設開放
など、地域に根ざした子育て支援事業を行っています。

学 校 園 紹 介

教
育
と
福
祉
の
一
層
の
連
携
に
つ
い
て

　北中小学校の平和教育は、戦争の悲惨さに気づかせ、
平和の尊さを知るとともに、平和を尊重し、世界の人々
と手を携えて、世界恒久平和の実現に向けて行動する
ことのできる普遍的価値観を育てることを目的として
います。
6年生は、8月6日の平和記念日に合わせて行われ

る平和全校集会を受け、10月の広島への修学旅行に
向けて、原爆の恐ろしさ、平和の尊さを事前学習し、
平和への思いを形にする取組を進めてきました。
  当日、原爆ドームの姿を見た子どもたちの息をのむ
感じが伝わってきました。「下に瓦礫がいっぱい落ち
ていて、思っていたよりずっとボロボロだった。」と
の感想に原爆の破壊力のすごさと70数年の時間の経
過を感じました。爆心地を回り、広島平和記念公園

の原爆の子の像の前で、平和集会
を行いました。平和への決意表明、
峠　三吉さんの「にんげんをかえ
せ」の呼びかけ、全校児童で作っ
た千羽鶴の奉納、「ヒロシマの有る

国で」の合唱、黙祷。堂々と、大きな声で、平和への
思いを表現していました。
　平和記念資料館の見学、爆心地に一番近い本川小学
校の資料館見学、移動途中にある数々の慰霊碑に学習
してきた人の名前を見つけ、平和記念の色紙を飾った
りしました。青少年センターで二次被爆された人の聞
き取りをしましたが、しっかり聞くことで話をしてく
ださる人に応えようする真剣な子
どもたちの姿がありました。
　広島修学旅行は、肌感覚で子ど
もたちに平和の大切さを伝える事
の重要性を教えてくれます。これ
からも大切な取組として続けてい
きたいと 思っています。
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